
 

令和７年度 かごしまコンパクトなまちづくりプラン推進協議会 会議記録【概要】 

会議の名称 令和７年度 かごしまコンパクトなまちづくりプラン推進協議会 

開催日時 令和７年１１月１８日１４時００分～１５時０５分 

開催場所 東別館９階 特別中会議室 

出 席 者 

（委員） 

 

（事務局） 

 

委員１３名（うち代理出席２名）、事務局 

北﨑会長、小山委員、齋田委員、志賀委員、増留委員、川畑委員（代理）、中園委員、 

永山委員、押領司委員、山口委員、野元委員、南委員（代理）、山中委員 

外薗都市計画部長、木ノ上都市計画部参事（都市計画課長）、 

中江都市計画課主幹、その他都市計画課職員 

傍聴者数 なし 

事 務 局 鹿児島市 建設局 都市計画部 都市計画課 

会 次 第 

１．開会 

２．かごしまコンパクトなまちづくりプランの概要 

３．議事 

・住宅及び誘導施設の立地動向等 

  ・誘導施策の進捗状況      

４．質疑応答 

５．閉会 

主な意見等 

・令和６年３月のプラン改定で、新たに居住環境向上用途誘導地区を指定し、用途等の緩

和を行っているが、６年度に緩和を活用した２件はどのような事例か。 

⇒調剤薬局と保育所で、それぞれ面積緩和と容積率の緩和を活用したもの。 

 

・稲荷川等が特定都市河川に指定され、流域水害対策計画策定の動きがあるが、本プラン

の誘導施策や防災指針等への位置づけをどのように考えているか。 

⇒プランの防災指針や関連事業に、宅地の嵩上げや上下水道の耐震化等を位置付けてい

る。稲荷川等については、県の意見も聞きながら、今後対応を検討していきたい。 

 

・郊外部などでは、地域のコミュニティが衰退し、つながりが希薄となっているところも

ある。そのような地域も見据えたまちづくりをお願いしたい。 

 

 

 


